
『
万
葉
集
』
巻
第
一
が
「
雅
歌
」

　
　
で
あ
っ
た
可
能
性
、
お
よ
び

　
　
　
第
一
番
歌
が
問
答
体
の
相
聞
歌

　
　
　
で
あ
る
こ
と
の
意
味
に
つ
い
て

は
　
じ
　
め
　
に

中
小
路
　
駿
　
逸

　
長
い
あ
い
だ
持
ち
つ
づ
け
て
き
た
疑
問
の
な
か
に
、
次
の
も
の

が
あ
っ
た
。

　
『
万
葉
集
』
の
冒
頭
の
巻
第
一
の
標
目
が
「
雑
歌
」
で
あ
る
の

は
な
ぜ
か
と
い
う
疑
問
、
お
よ
び
、
そ
の
巻
第
一
の
冒
頭
の
第
一

番
歌
の
内
容
が
「
相
聞
歌
」
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
る
の
は
な
ぜ

か
、
と
い
う
二
つ
の
疑
問
が
そ
れ
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
ほ
ど
、
そ
の
疑
問
に
つ
い
て
、
ぜ
女
当
と
考
え
ら
れ
る
問

い
の
立
て
か
た
”
と
、
詔
女
当
と
考
え
ら
れ
る
答
え
の
か
た
ち
へ

お
よ
び
。
そ
こ
に
到
達
す
る
理
路
”
と
が
、
私
な
り
に
ひ
と
わ
た

り
わ
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
、
以
下
に
そ
れ
を
述
べ
る
。

　
　
　
　
一
　
巻
第
一
か
「
雑
歌
」
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
の
問
い

　
　
　
　
　
の
立
て
か
た

　
「
雑
歌
」
の
標
目
が
先
頭
に
立
つ
の
は
、
奇
怪
で
あ
る
。

　
こ
の
奇
怪
さ
に
気
づ
き
、
こ
の
奇
怪
な
事
態
の
生
じ
た
理
由
は

何
な
の
か
と
模
索
し
は
じ
め
た
の
は
、
『
万
葉
集
』
　
の
本
文
を
は

じ
め
て
読
ん
だ
、
十
二
歳
、
旧
制
中
学
校
一
年
生
の
と
き
で
あ
っ

た
と
記
憶
す
る
。
山
田
孝
雄
『
万
葉
集
講
義
』
を
窪
田
空
穂
『
古

今
和
歌
集
評
釈
』
と
な
ら
べ
て
読
ん
だ
と
き
で
あ
っ
た
。

　
後
代
の
『
古
今
和
歌
集
』
で
は
、
「
雑
歌
」
は
、
い
ろ
ん
な
種

類
に
分
け
ら
れ
た
歌
の
、
あ
と
に
置
か
れ
て
い
る
（
そ
の
状
態
に

つ
い
て
、
の
ち
に
さ
ら
に
言
う
）
。

　
と
こ
ろ
が
『
万
葉
集
』
で
は
、
巻
第
一
と
巻
第
二
に
つ
い
て
は
、

雑
歌
・
相
聞
・
挽
歌
の
順
に
歌
が
配
列
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
配
列

法
が
『
万
葉
集
』
の
な
か
で
、
さ
ら
に
言
う
と
『
万
葉
集
』
の
な

か
で
だ
け
、
何
度
も
何
度
も
く
り
か
え
さ
れ
る
。

　
ど
う
し
て
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
疑
問
は
、
少
年
の
心
に
生
じ
、
そ
し
て
、
つ
い
最
近
ま
で
、
な

お
つ
づ
い
た
。

　
疑
問
の
内
容
を
、
し
だ
い
に
く
わ
し
く
言
う
。



　
な
ぜ
、
「
雑
歌
」
を
冒
頭
に
立
て
、
そ
の
あ
と
に
「
雑
歌
」
と

は
「
区
別
」
さ
れ
た
と
お
ぼ
し
い
「
相
聞
」
と
「
挽
歌
」
を
置
い

て
、
ひ
と
ま
と
ま
り
の
歌
群
と
す
る
と
い
う
奇
妙
な
配
置
法
が
と

ら
れ
た
の
か
。
－
こ
れ
で
あ
る
。

　
誤
解
が
生
じ
な
い
よ
う
に
、
さ
ら
に
、
で
き
る
か
ぎ
り
、
く
わ

し
く
、
こ
ま
か
く
、
正
確
に
言
う
。

　
「
雑
歌
」
と
い
う
の
は
、
も
し
そ
れ
だ
け
で
ま
と
ま
っ
た
著
作

物
で
あ
る
場
合
に
は
、
「
い
ろ
い
ろ
な
歌
」
と
い
う
意
味
を
も
つ

こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
一
般
に
「
雑
」
と
い
う
の
は
、
そ

う
い
う
性
格
の
も
の
で
あ
る
。

　
が
、
い
っ
た
ん
「
雑
」
以
外
の
標
目
と
並
べ
ら
れ
た
と
き
に
は
、

「
そ
の
他
も
ろ
も
ろ
の
」
と
い
う
意
味
を
生
じ
、
し
た
が
っ
て
、

何
ら
か
の
、
よ
り
具
体
的
で
限
定
さ
れ
た
標
目
よ
り
も
あ
と
に
置

か
れ
る
の
が
理
で
あ
り
、
前
に
置
か
れ
る
の
は
奇
怪
な
の
で
あ
る
。

　
つ
ま
り
、
私
の
提
出
し
て
い
る
問
い
は
、
な
ぜ
、
「
雑
歌
」
を

冒
頭
に
立
て
、
「
相
聞
」
と
「
挽
歌
」
と
い
う
別
種
の
歌
を
そ
の

あ
と
に
置
い
て
ひ
と
ま
と
ま
り
の
歌
群
と
す
る
と
い
う
奇
妙
な
配

置
法
が
と
ら
れ
た
の
か
。
－
こ
れ
な
の
で
あ
る
。

　
何
を
さ
し
て
奇
妙
と
い
う
か
。
第
一
に
、
「
雑
」
を
「
雑
」
で

な
い
も
の
の
前
に
置
く
と
い
う
の
は
、
理
に
合
わ
な
い
。
第
二
に
、

『
万
葉
集
』
に
お
け
る
「
雑
歌
」
の
こ
う
い
う
扱
い
は
、
前
例
に

合
わ
な
い
。
－
こ
の
こ
と
な
の
で
あ
る
。

　
「
雑
歌
」
の
標
目
、
お
よ
び
内
容
の
前
例
を
な
す
も
の
は
、
む

ろ
ん
、
後
代
の
『
古
今
和
歌
集
』
で
は
な
い
。
『
万
葉
集
』
よ
り

も
前
に
中
国
で
成
立
し
て
い
て
、
日
本
で
も
す
で
に
知
ら
れ
て
い

た
は
ず
の
、
『
文
選
』
の
「
雑
歌
」
で
あ
る
。

　
『
文
選
』
の
、
詩
お
よ
び
歌
の
標
目
の
順
序
は
、
次
の
と
お
り

で
あ
る
。

　
　
補
亡
　
述
懐
　
勧
励
　
（
詩
甲
　
巻
第
十
九
）
　
献
詩
・
公

　
　
謨
・
祖
賤
（
同
　
巻
第
二
十
）
　
詠
史
・
百
一
・
遊
仙
（
詩
乙

　
　
巻
第
二
十
一
）
　
招
隠
・
反
招
隠
・
遊
覧
（
同
　
巻
第
二
十
二
）

　
　
詠
懐
・
哀
傷
・
贈
答
一
　
（
詩
丙
　
巻
第
二
十
三
）
　
贈
答
二

　
　
（
同
　
巻
第
二
十
四
）
　
贈
答
三
（
詩
丁
　
巻
第
二
十
五
）
　
贈
答

　
　
四
・
行
旅
上
（
同
　
巻
第
二
十
六
）
　
行
旅
下
・
軍
戎
・
郊

　
　
廟
・
楽
府
上
（
同
　
巻
第
二
十
七
）
　
楽
府
下
・
挽
歌
・
雑
歌

　
　
（
同
　
巻
第
二
十
八
）
（
雑
歌
の
内
訳
－
荊
何
歌
一
首
・
漢
高
帝

　
　
歌
一
首
・
劉
越
石
扶
風
歌
一
首
・
陸
韓
卿
中
山
王
茄
子
妾
歌
一
首
）

　
　
雑
詩
上
（
詩
己
　
巻
第
二
十
九
）
　
雑
詩
下
（
詩
己
）
・
雑
擬
上

　
　
（
詩
庚
）
（
巻
第
三
十
）
　
雑
擬
下
（
詩
庚
　
巻
第
三
十
乙

　
つ
ま
り
、
『
文
選
』
の
「
雑
歌
」
と
い
う
の
は
、
そ
れ
よ
り
前

に
い
ろ
い
ろ
な
標
目
の
も
と
に
分
類
さ
れ
た
詩
が
置
か
れ
、
そ
れ

ら
の
い
ず
れ
の
標
目
の
も
と
に
も
お
さ
ま
り
き
ら
な
い
、
そ
の
他



の
い
ろ
い
ろ
な
内
容
の
も
の
と
い
う
意
味
を
込
め
ら
れ
て
、
そ
れ

ら
特
定
の
標
目
を
掲
げ
た
作
品
群
の
あ
と
に
、
詩
と
は
い
さ
さ
か

異
な
る
歌
曲
の
詞
章
と
し
て
置
か
れ
、
そ
し
て
、
『
文
選
』
の
場

合
、
「
雑
歌
」
は
、
「
雑
」
で
は
な
い
と
こ
ろ
の
い
ろ
い
ろ
な
詩
の

あ
と
に
置
か
れ
て
い
て
、
そ
れ
よ
り
あ
と
に
は
、
「
雑
」
の
類
の

ほ
か
の
も
の
が
な
い
の
で
あ
る
。
か
つ
、
「
雑
歌
」
の
名
の
も
と

に
収
め
ら
れ
た
作
品
は
、
あ
ま
り
多
く
は
な
く
、
歴
史
上
の
有
名

な
人
物
の
作
と
伝
え
ら
れ
る
少
数
の
歌
と
、
物
語
を
内
容
と
す
る

長
大
な
歌
と
、
そ
れ
だ
け
な
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
『
万
葉
集
』
で
は
、
次
の
よ
う
に
歌
が
配
列
さ
れ

て
い
る
。

　
　
雑
歌
　
（
巻
第
一
）
相
聞
・
挽
歌
（
巻
第
二
）

　
　
雑
歌
　
暫
喩
歌
　
挽
歌
（
巻
第
三
）
相
聞
（
巻
第
四
）

　
　
雑
歌
　
（
挽
歌
を
含
む
）
（
巻
第
五
）

　
　
雑
歌
　
（
従
駕
歌
を
含
む
）
（
巻
第
六
）

　
　
雑
歌
　
曹
喩
歌
　
挽
歌
（
巻
第
七
）

　
　
春
雑
歌
　
春
相
聞
　
夏
雑
歌
　
夏
相
聞
　
秋
雑
歌
　
秋
相
聞

　
　
冬
雑
歌
　
冬
相
聞
（
巻
第
八
）

　
　
雑
歌
　
相
聞
　
挽
歌
（
巻
第
九
）

　
　
春
雑
歌
　
春
相
聞
　
夏
雑
歌
　
夏
相
聞
　
秋
雑
歌
　
秋
相
聞

　
　
冬
雑
歌
　
冬
相
聞
（
巻
第
十
）

旋
頭
歌
　
正
述
心
緒
　
寄
物
陳
思
　
問
答
　
正
述
心
緒
　
寄

物
陳
思
　
問
答
　
曹
喩
（
巻
第
十
こ

正
述
心
緒
　
寄
物
陳
思
　
正
述
心
緒
　
寄
物
陳
思
　
問
答
歌

祠
旅
発
思
　
悲
別
歌
　
問
答
歌
（
巻
第
十
こ

雑
歌
　
（
大
和
　
伊
勢
　
近
江
　
未
詳
）
　
相
聞
（
大
和
　
摂
津

伊
勢
　
紀
伊
　
未
詳
）
　
問
答
（
大
和
　
山
城
　
紀
伊
）
　
１
　
喩
歌

（
近
江
）
　
挽
歌
（
大
和
　
備
後
　
未
詳
）
（
巻
第
十
三
）

東
歌

　
雑
歌
玉
総
　
下
総
　
常
陸
　
信
濃
）
　
相
聞
（
遠
江
　
駿
河

　
伊
豆
　
相
模
　
武
蔵
　
上
総
　
下
総
　
常
陸
　
信
濃
　
上
野

　
下
野
陸
奥
）
響
喩
歌
（
遠
江
駿
河
相
模
上
野
陸
奥
）

　
雑
歌
（
国
名
不
明
）
　
相
聞
（
正
述
心
緒
　
寄
物
陳
思
）
　
防

　
人
歌
　
挽
歌

（
遣
新
羅
使
の
歌
　
中
臣
朝
臣
宅
守
と
狭
野
茅
上
娘
子
の
歌
）
（
巻

第
十
五
）

有
由
縁
雑
歌
（
豊
前
・
豊
後
・
能
登
・
越
中
の
歌
を
含
む
）
（
巻

第
十
六
）

天
平
二
年
十
一
月
～
天
平
二
十
年
正
月
二
十
九
日
の
作
（
巻

第
十
七
）

天
平
二
十
年
三
月
二
十
三
目
上
天
平
勝
宝
二
年
二
月
十
八
日

の
作
（
巻
第
十
八
）



　
　
天
平
勝
宝
二
年
三
月
一
日
～
天
平
勝
宝
五
年
二
月
二
十
五
日

　
　
の
作
（
巻
第
十
九
）

　
　
天
平
勝
宝
五
年
五
月
～
天
平
宝
字
三
年
正
月
一
日
の
作
（
巻

　
　
第
二
十
）

　
す
な
わ
ち
、
『
万
葉
集
』
で
は
、
「
雑
歌
」
と
い
う
標
目
は
、
ほ

か
の
標
目
と
組
み
合
わ
さ
れ
る
場
合
に
は
、
先
頭
に
置
か
れ
る
の

を
常
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
念
の
た
め
後
世
の
例
を
あ
げ
れ
ば
、
た
と
え
ば
『
占
今
和
歌

集
』
の
「
雑
歌
」
は
、
次
の
よ
う
な
位
置
に
置
か
れ
て
い
る
。

　
　
春
歌
上
（
巻
第
一
）
　
春
歌
下
（
巻
第
Ｉ
　
夏
歌
（
巻
第
三
）

　
　
秋
歌
上
（
巻
第
四
）
　
秋
歌
下
（
巻
第
五
）
　
冬
歌
（
巻
第
六
）

　
　
賀
歌
（
巻
第
七
）
　
離
別
歌
（
巻
第
八
）
　
頴
旅
歌
（
巻
第
九
）

　
　
物
名
（
巻
第
十
）
　
恋
歌
一
　
（
巻
第
十
一
）
　
恋
歌
二
（
巻
第
十

　
　
こ
　
恋
歌
三
（
巻
第
十
三
）
　
恋
歌
四
（
巻
第
十
四
）
　
恋
歌

　
　
五
（
巻
第
十
五
）
　
哀
傷
歌
（
巻
第
十
六
）
　
雑
歌
上
（
巻
第
十

　
　
七
）
　
雑
歌
下
（
巻
第
十
八
）
　
雑
体
（
内
訳
－
長
歌
・
旋
頭

　
　
歌
・
誹
諧
歌
）
（
巻
第
十
九
）
　
大
歌
所
御
歌
（
巻
第
二
十
）

　
す
な
わ
ち
『
古
今
和
歌
集
』
で
は
、
い
わ
ば
編
纂
当
時
の
通
常

の
「
歌
」
す
な
わ
ち
通
常
の
短
歌
の
最
後
尾
に
「
雑
歌
」
が
置
か

れ
、
そ
れ
よ
り
も
あ
と
に
は
、
通
常
の
短
歌
と
は
ち
が
っ
た
形
式

も
し
く
は
内
容
を
も
つ
も
の
を
「
雑
体
」
と
し
て
掲
げ
、
全
巻
の

末
尾
に
歌
謡
の
歌
詞
を
置
い
て
い
る
。
通
常
の
詩
の
あ
と
に

「
雑
」
の
類
を
置
き
、
ま
た
歌
謡
の
歌
詞
を
置
く
。
こ
の
点
、
『
文

選
』
の
前
例
は
き
れ
い
に
生
か
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
前
記
の
『
文
選
』
の
「
雑
歌
」
と
『
万
葉
集
』
の
そ

れ
と
を
く
ら
べ
れ
ば
、
内
容
に
ず
れ
か
お
る
こ
と
一
目
瞭
然
で

あ
っ
て
、
内
容
が
『
文
選
』
の
例
に
な
ら
っ
た
も
の
と
は
、
と
う

て
い
考
え
ら
れ
な
い
。
『
万
葉
集
』
の
「
雑
歌
」
に
お
さ
め
ら
れ

た
作
品
は
、
第
一
番
歌
の
よ
う
な
相
聞
歌
や
、
問
答
な
い
し
贈
答

唱
和
の
作
品
と
、
行
幸
の
供
奉
、
遊
覧
の
際
の
献
詩
を
含
み
、

『
文
選
』
で
は
「
雑
歌
」
よ
り
も
前
に
配
置
さ
れ
て
い
る
種
類
の

作
な
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
が
前
に
何
も
置
か
れ
ず
に
冒
頭
に
置
か
れ
、
「
雑
歌
」
で

な
い
別
の
標
目
の
も
の
を
あ
と
に
置
い
て
、
な
お
か
つ
「
雑
歌
」

の
名
を
掲
げ
る
。
－
こ
の
現
象
を
、
私
は
奇
怪
と
し
て
い
る

の
で
あ
る
。

　
あ
る
歌
群
か
お
り
、
そ
れ
が
「
相
聞
歌
」
や
「
挽
歌
」
の
前
に

置
か
れ
て
冒
頭
に
位
置
す
る
と
き
は
、
そ
の
歌
群
に
は
、
そ
の
内

容
に
お
い
て
、
そ
こ
に
置
か
れ
て
冒
頭
を
か
ざ
る
べ
き
、
相
当
の

理
由
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
い
ま
こ
の
歌
群
の
内
容
に
、
冒
頭

に
置
く
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
が
あ
る
と
主
張
し
よ
う
と
し
て
も
、

で
は
、
な
ぜ
、
そ
れ
は
「
雑
歌
」
と
い
う
、
何
か
別
の
種
類
の
歌



群
の
前
に
で
は
な
く
、
あ
と
に
置
か
れ
る
の
が
穏
当
で
あ
る
と
こ

ろ
の
名
を
つ
け
ら
れ
て
い
る
の
か
と
い
う
疑
問
は
、
消
え
な
い
の

で
あ
る
。

　
こ
の
場
合
、
冒
頭
に
置
か
れ
て
い
る
か
ら
「
雑
歌
」
と
し
て
ふ

さ
わ
し
い
と
い
う
た
ぐ
い
の
説
明
は
、
た
だ
冒
頭
に
「
雑
歌
」
か

お
る
か
ら
そ
の
内
容
は
「
雑
歌
」
に
ふ
さ
わ
し
い
の
だ
と
い
う
に

と
ど
ま
る
。
特
定
の
答
え
を
ま
ず
決
め
、
し
か
る
の
ち
に
論
拠
を

仕
立
て
て
い
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
当
面
の
問
い
に
対
す
る
答

え
と
し
て
は
、
当
然
、
無
効
で
あ
る
。

　
つ
ま
る
と
こ
ろ
、
こ
の
順
序
立
て
は
、
『
文
選
』
と
い
う
前
例

に
合
わ
な
い
と
い
う
意
味
で
前
代
未
聞
で
あ
り
、
『
万
葉
集
』
の

な
か
で
こ
そ
複
数
の
例
は
あ
る
に
せ
よ
、
後
代
の
『
古
今
和
歌

集
』
に
踏
襲
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
意
味
で
は
、
空
前
絶
後
な
の

で
あ
る
。

　
さ
ら
に
言
う
。
は
じ
め
に
「
雑
歌
」
が
あ
っ
て
、
そ
れ
よ
り
前

に
は
何
も
な
い
。
そ
し
て
「
雑
歌
」
と
い
う
標
目
そ
の
も
の
は
、

『
文
選
』
に
前
例
か
お
る
。
つ
ま
り
、
当
面
の
事
態
は
、
そ
の
一

つ
の
局
面
に
お
い
て
は
、
ま
る
で
も
と
も
と
こ
の
「
雑
歌
」
の
前

に
何
か
が
あ
っ
た
か
の
よ
う
な
か
た
ち
を
し
て
い
る
。
－
と

い
う
と
こ
ろ
だ
け
を
と
り
あ
げ
て
注
目
す
れ
ば
、
こ
れ
は
、
も
と

も
と
そ
れ
の
前
に
何
か
が
あ
っ
た
の
が
切
り
離
さ
れ
て
、
。
切
り

口
”
か
ら
あ
と
が
、
「
雑
歌
」
と
い
う
標
目
を
掲
げ
た
ま
ま
残
さ

れ
た
の
で
あ
る
、
と
い
う
推
測
も
生
じ
る
で
あ
ろ
う
。

　
が
、
こ
の
推
測
は
、
当
面
の
事
態
に
つ
い
て
の
説
明
に
は
な
ら

な
い
の
で
あ
る
。
な
ぜ
か
。

　
現
実
に
は
、
「
雑
歌
」
を
先
頭
に
立
て
、
そ
の
う
し
ろ
に
「
相

聞
歌
」
や
「
挽
歌
」
が
置
か
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
し
て
「
雑

歌
」
は
こ
う
い
う
場
合
、
「
そ
の
他
も
ろ
も
ろ
の
歌
」
と
い
う
意

味
を
持
つ
は
か
な
い
か
ら
で
あ
る
。
「
そ
の
他
も
ろ
も
ろ
の
歌
」

を
先
頭
に
立
て
る
よ
う
な
配
列
法
が
、
な
ぜ
と
ら
れ
た
の
か
、
そ

の
点
を
説
明
し
な
い
と
、
当
面
の
問
い
に
対
す
る
答
え
と
し
て
は
、

見
当
は
ず
れ
な
の
で
あ
る
。

　
つ
ま
る
と
こ
ろ
、
「
雑
歌
」
・
「
相
聞
」
・
「
挽
歌
」
と
い
う
配
列

法
、
「
雑
歌
」
を
ト
ッ
プ
に
立
て
、
「
雑
歌
」
の
あ
と
に
「
雑
歌
」

で
な
い
別
の
標
目
を
置
く
と
い
う
配
列
法
は
、
前
例
も
な
く
、
ゼ

ロ
か
ら
思
い
つ
い
た
と
考
え
て
よ
い
よ
う
な
理
も
な
く
、
つ
ま
り

は
存
在
す
る
こ
と
が
不
可
能
な
の
で
あ
る
。

　
ま
た
「
雑
歌
」
の
内
容
も
、
『
文
選
』
の
そ
れ
と
よ
く
合
致
す

る
と
は
言
え
な
い
。
『
万
葉
集
』
の
も
の
の
ほ
う
が
、
は
る
か
に

内
容
が
豊
富
で
あ
る
。

　
な
の
に
、
な
ぜ
、
こ
れ
は
、
こ
こ
に
あ
る
の
か
。
ま
る
で
「
雑

歌
」
の
ほ
か
に
名
づ
け
よ
う
が
な
か
っ
た
か
の
よ
う
に
。



　
な
お
も
念
の
た
め
に
言
う
。
私
は
、
こ
の
「
雑
歌
」
を
「
相

聞
」
や
「
挽
歌
」
の
あ
と
に
置
け
ば
す
む
な
ど
と
言
っ
て
い
る
の

で
は
な
い
の
で
あ
る
。

　
先
頭
に
置
か
れ
る
に
は
そ
れ
な
り
の
理
由
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ

る
。
が
、
現
実
に
生
じ
て
い
る
。
結
果
”
は
、
「
雑
歌
」
が
「
相

聞
」
や
「
挽
歌
」
の
前
に
立
つ
と
い
う
奇
怪
な
も
の
に
な
っ
て
お

り
、
そ
う
な
っ
た
理
由
が
不
明
で
あ
る
、
と
言
っ
て
い
る
の
で
あ

る
。

　
そ
し
て
、
ど
う
考
え
て
も
、
い
ろ
い
ろ
な
歌
を
含
む
の
は
「
雑

歌
」
と
名
づ
け
ら
れ
た
理
由
に
は
な
っ
て
も
、
そ
れ
を
部
立
て
の

先
頭
に
置
く
理
由
に
は
な
ら
な
い
し
、
歌
集
の
冒
頭
に
置
く
に
ふ

さ
わ
し
い
内
容
を
持
つ
こ
と
は
「
雑
歌
」
と
呼
ば
れ
る
理
由
に
は

な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
な
の
に
、
そ
れ
は
そ
こ
に
置
か
れ
て
い
る
。

な
ぜ
な
の
か
。
置
い
た
人
は
、
何
を
考
え
て
い
た
の
か
。

　
こ
う
し
て
、
問
題
は
、
「
雑
歌
」
・
「
相
聞
」
・
「
挽
歌
」
と
い
う

配
列
が
、
現
実
に
過
去
の
あ
る
時
点
に
お
い
て
生
じ
た
、
そ
の
段

階
の
前
後
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
に
な
る
。

　
そ
し
て
、
こ
こ
ま
で
く
れ
ば
、
一
つ
の
答
え
が
浮
か
び
上
が
る
。

　
一
つ
の
歌
群
が
［
相
聞
］
と
「
挽
歌
」
と
の
前
に
置
か
れ
た
と

き
、
そ
の
歌
群
に
は
、
「
雑
歌
」
で
は
な
い
、
別
の
標
目
が
与
え

ら
れ
て
い
た
。
そ
の
標
目
に
は
、
そ
れ
な
り
の
前
例
が
あ
っ
た
。

語
と
し
て
も
前
例
か
お
り
、
冒
頭
に
置
か
れ
て
も
ふ
し
ぎ
は
な
く
、

か
つ
、
現
実
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
「
雑
歌
」
の
内
容
と
ま
っ
た
く

矛
盾
し
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。

　
そ
う
い
う
文
字
が
、
そ
の
と
き
、
こ
の
巻
第
一
に
相
当
す
る
歌

群
の
は
じ
め
に
、
掲
げ
ら
れ
て
い
た
。

　
そ
の
文
字
と
は
、
何
か
。

　
「
雅
」
。
－
こ
れ
が
、
そ
の
文
字
で
あ
る
。

　
巻
第
一
の
冒
頭
に
掲
げ
ら
れ
て
い
た
文
字
は
、
あ
る
時
期
に
お

い
て
、
「
雅
歌
」
で
あ
っ
た
。
－
私
は
、
そ
の
よ
う
に
考
え
る
。

二
　
「
雅
」
・
「
雅
歌
」
の
前
例
に
つ
い
て

　
「
雅
」
に
は
、
前
例
が
あ
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
『
詩
経
』
に

収
め
ら
れ
た
歌
詞
な
い
し
歌
曲
の
お
お
ま
か
な
種
類
分
け
の
一
つ

で
あ
る
。
「
小
雅
」
と
「
大
雅
」
と
が
あ
る
。

　
　
小
雅
を
諸
侯
の
楽
と
為
し
、
大
雅
・
頌
を
天
子
の
楽
と
為
す
。

　
　
（
儀
礼
、
郷
飲
酒
礼
、
「
乃
合
楽
」
の
注
）

　
「
雅
歌
」
に
も
、
前
例
が
あ
る
。

　
　
雅
歌
詩
四
篇
（
漢
書
、
芸
文
志
）

　
　
旧
雅
楽
四
曲
。
一
を
「
鹿
鴫
」
と
曰
ひ
、
二
を
「
願
虞
」
と

　
　
曰
ひ
、
三
を
「
伐
檀
」
と
曰
ひ
、
四
を
「
文
王
」
と
日
ふ
。



　
　
此
の
四
篇
、
豊
に
四
曲
に
非
ざ
る
か
。
（
王
先
謙
補
注
）

　
　
梁
の
武
帝
、
蕭
子
雲
に
勅
し
、
諸
の
雅
歌
を
製
せ
し
む
。

　
　
（
隋
書
、
音
楽
志
）

　
そ
し
て
、
「
雅
」
と
呼
ば
れ
る
歌
が
、
中
国
の
古
代
の
貴
族
社

会
の
公
式
の
宴
会
に
用
い
ら
れ
た
歌
で
あ
る
こ
と
は
、
古
く
か
ら

の
通
説
で
あ
り
、
そ
の
理
解
を
疑
う
べ
き
理
由
も
な
い
。

　
い
ま
、
『
万
葉
集
』
　
の
巻
第
一
に
収
め
ら
れ
た
歌
を
見
る
と
、

そ
れ
は
宮
廷
の
饗
宴
に
歌
唱
さ
れ
た
歌
詞
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
少

な
く
と
も
そ
う
い
う
種
類
の
も
の
を
含
む
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
そ
う
思
わ
れ
る
こ
と
は
、
す
で
に
多
く
の
先
学
が
述
べ
て
い

る
。
そ
し
て
、
そ
の
理
解
を
疑
う
べ
き
根
拠
は
、
別
に
な
い
。

　
な
ら
ば
、
次
の
よ
う
に
考
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

　
現
存
の
巻
第
一
の
「
雑
歌
」
は
、
う
し
ろ
に
「
相
聞
」
や
「
挽

歌
」
を
置
い
た
か
た
ち
に
ま
と
め
ら
れ
た
時
点
で
は
、
「
雑
歌
」

で
な
く
「
雅
歌
」
と
い
う
標
題
を
持
っ
て
い
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
そ
の
あ
と
、
あ
る
段
階
で
、
字
面
が
「
雑
」
に
間

違
え
ら
れ
、
こ
の
巻
第
一
、
巻
第
二
の
「
雑
歌
」
・
「
相
聞
」
・
「
挽

歌
」
と
い
う
順
序
が
、
部
立
の
権
威
あ
る
前
例
と
し
て
固
定
し
て

し
ま
っ
た
。
そ
の
段
階
と
い
う
の
は
、
あ
る
い
は
巻
第
三
が
つ
け

加
わ
る
と
き
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
と
思
わ
れ
る
。
誤
字
で
も
、

い
っ
た
ん
そ
う
書
き
残
さ
れ
、
そ
う
思
い
込
ま
れ
れ
ば
、
一
つ
の

権
威
あ
る
前
例
に
な
っ
て
し
ま
う
も
の
な
の
で
あ
る
。
「
雅
」
と

「
雑
」
と
の
旁
が
同
じ
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
誤
り
を
生
じ
た
一
因

で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

　
と
も
か
く
、
こ
う
考
え
て
、
私
と
し
て
は
、
は
じ
め
て
、
少
年

の
日
か
ら
の
多
年
の
疑
問
の
一
角
が
、
ひ
と
ま
ず
氷
解
す
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
誤
字
説
は
か
る
が
る
し
く
立
て
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
が
、
右

の
理
路
が
絶
対
に
成
り
立
た
な
い
と
い
う
根
拠
を
得
ぬ
か
ぎ
り
、

私
と
し
て
は
、
ひ
と
ま
ず
、
こ
の
よ
う
に
考
え
る
ほ
か
な
い
の
で

あ
る
。

　
　
三
　
第
一
番
歌
が
問
答
体
の
相
聞
歌
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て

　
　
泊
瀬
朝
倉
宮
御
宇
天
皇
代
　
大
泊
瀬
稚
武
天
皇

　
　
　
　
天
皇
御
製
歌

　
こ
も
よ
　
　
み
こ
ち
ら
　
　
ふ
く
し
も
よ
　
　
み
ぶ
く
し
も
ち
　
こ
の
を
か

　
寵
毛
輿
　
美
観
母
乳
　
布
久
思
毛
興
　
美
夫
君
志
持
　
此
岳

　
小
　
菜
採
須
兄
　
家
告
（
吉
）
閑
　
名
告
紗
（
沙
）
根
　
虚

　
み
っ
　
　
や
ま
と
の
く
に
は
　
お
し
な
べ
　
て
　
わ
れ
こ
そ
を
れ
　
し
き

　
見
津
　
山
跡
乃
國
者
　
押
奈
戸
手
　
吾
許
曾
居
　
師
吉

　
（
告
）
名
倍
手
　
吾
己
曾
座
　
我
許
背
歯
（
許
者
）
　
告
目

　
家
呼
毛
名
雄
母

こ
の
『
万
葉
集
』
第
一
番
歌
に
は
、
奇
怪
な
点
が
い
く
つ
も
あ



る
。
こ
こ
に
、
そ
の
な
か
の
二
つ
に
つ
い
て
言
う
。

　
第
一
に
、
こ
の
歌
は
、
妻
問
い
の
歌
で
あ
る
。
な
ら
ば
、
こ
の

歌
は
、
相
聞
歌
で
は
な
い
か
。
な
ぜ
、
「
相
聞
」
の
部
に
で
な
く
、

「
雑
歌
」
の
な
か
に
、
こ
の
歌
は
収
め
ら
れ
た
の
か
。

　
こ
の
場
合
、
こ
の
歌
が
「
相
聞
」
に
収
め
ら
れ
る
こ
と
は
明
ら

か
に
不
都
合
で
あ
る
と
い
う
論
証
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
が
、

私
は
そ
の
よ
う
な
論
証
の
例
を
知
ら
な
い
。

　
第
二
に
、
こ
の
歌
は
、
ひ
と
り
の
男
が
妻
問
い
の
意
思
を
歌
で

表
現
し
、
そ
し
て
言
い
っ
放
し
に
し
て
、
相
手
の
女
性
か
ら
の
返

事
が
承
知
の
意
思
を
表
明
す
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
拒
否
の
意

思
を
表
明
す
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
は
、
全
く
示
さ
な
い
と
い
う

か
た
ち
で
採
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
で
、
ほ
ん
と
に

よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
も
宿
題
で
あ
っ
た
。

　
右
の
第
一
の
点
に
つ
い
て
は
、
い
ま
、
こ
れ
以
上
に
は
立
ち
入

ら
な
い
で
お
き
、
す
こ
し
あ
と
で
答
え
を
述
べ
る
。
第
二
の
点
に

つ
い
て
、
ま
ず
言
う
。

　
こ
の
歌
と
よ
く
似
た
構
成
を
持
っ
た
歌
が
、
『
万
葉
集
』
よ
り

は
の
ち
に
成
立
な
い
し
結
集
さ
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
も
の
の
な
か

に
あ
る
。
そ
れ
は
催
馬
楽
の
『
我
が
門
に
』
で
あ
る
。

　
　
わ
が
門
に
　
わ
が
門
に
　
上
裳
の
裾
濡
れ
　
下
裳
の
裾
濡
れ

　
　
朝
菜
積
み
　
夕
菜
積
み

　
　
朝
菜
積
み
　
夕
菜
積
み
　
わ
が
名
を
知
ら
ま
く
ほ
し
か
ら
ば
、

　
　
御
園
生
の
　
御
園
生
の
　
御
園
生
の

　
　
御
園
生
の
　
御
園
生
の
　
あ
や
め
の
郡
の
　
大
領
の
　
愛

　
　
娘
と
い
へ
　
乙
娘
と
い
へ
（
こ
そ
言
は
め
）

　
右
の
歌
詞
の
内
容
は
、
ど
の
よ
う
な
構
成
に
な
っ
て
い
る
で
あ

ろ
う
か
。

　
歌
詞
は
、
三
段
か
ら
な
っ
て
い
る
。

　
第
一
段
は
、
一
人
の
男
か
ら
、
一
人
の
女
に
対
し
て
の
呼
び
か

け
で
あ
り
、
正
確
に
言
う
と
呼
び
か
け
の
途
中
ま
で
で
あ
っ
て
、

省
略
さ
れ
た
部
分
に
は
、
「
そ
の
お
と
め
よ
、
あ
な
た
の
名
が
知

り
た
い
」
と
い
う
求
婚
の
意
味
を
含
む
こ
と
ば
が
位
置
す
る
は
ず

で
あ
る
。
こ
の
段
に
お
け
る
「
わ
」
は
、
そ
の
男
で
あ
る
。

　
第
二
段
は
、
呼
び
か
け
ら
れ
た
一
人
の
女
の
返
事
で
あ
る
。
こ

の
段
に
お
け
る
「
わ
」
は
、
そ
の
女
で
あ
る
。
こ
の
返
事
も
、
途

中
ま
で
で
あ
る
。
名
の
り
は
じ
め
た
よ
う
に
も
感
じ
ら
れ
る
、
と

い
う
と
こ
ろ
で
、
こ
と
ば
は
中
断
さ
れ
て
い
る
。

　
第
三
段
は
、
そ
の
女
の
返
事
の
つ
づ
き
、
も
し
く
は
、
そ
ば
に

い
た
一
人
の
女
か
複
数
の
女
た
ち
の
こ
と
ば
で
あ
る
。

　
つ
ま
り
、
相
手
は
、
名
の
ら
ず
、
し
か
も
名
の
っ
た
の
と
同
じ

効
果
を
生
じ
さ
せ
る
返
事
を
し
、
そ
の
返
事
が
男
の
心
に
衝
撃
を

生
み
、
そ
の
事
態
に
一
種
の
お
か
し
み
が
あ
っ
て
、
答
え
た
ほ
う



に
も
、
こ
の
問
答
を
聞
く
も
の
に
も
、
ど
っ
と
笑
う
と
い
う
反
応

が
起
こ
る
。
そ
れ
が
、
そ
の
歌
が
歌
わ
れ
、
聞
か
れ
る
場
に
、
厄

払
い
と
祝
福
の
効
果
を
も
た
ら
す
の
で
あ
る
。

　
こ
の
第
一
番
歌
も
こ
の
形
式
の
も
の
な
の
で
は
な
か
っ
た
か
、

と
思
わ
れ
る
。

　
言
い
っ
放
し
で
、
返
事
が
な
い
。
そ
れ
は
変
と
言
わ
れ
れ
ば
た

し
か
に
変
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
そ
し
て
、
こ
の
歌
に
は
、
相
手
の
女
性
か
ら
の
返
事
が
含
ま
れ

て
い
る
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
考
え
る
こ

と
が
で
き
る
な
ら
、
そ
う
考
え
て
み
れ
ば
よ
い
の
で
あ
る
。

　
す
な
わ
ち
、
「
虚
見
津
」
か
ら
が
、
女
性
か
ら
の
返
事
と
い
う

こ
と
に
な
る
。

　
こ
の
と
き
、
い
ち
ば
ん
大
事
な
の
は
、
歌
詞
の
な
か
に
何
度
も

出
て
く
る
「
こ
そ
」
と
い
う
助
詞
、
こ
れ
で
あ
る
。
「
山
跡
」
の

地
に
「
居
」
し
た
り
「
坐
」
し
た
り
す
る
主
体
で
あ
る
「
わ
れ
」

が
、
と
く
に
「
こ
そ
」
と
強
調
さ
れ
て
い
る
の
は
、
な
ぜ
か
。
こ

の
「
こ
そ
」
が
あ
っ
て
こ
そ
、
こ
の
「
わ
れ
」
は
、
と
く
に
家
も

名
を
も
告
げ
る
ま
で
も
な
く
、
こ
の
地
に
は
「
わ
れ
」
の
み
が
存

在
し
居
住
す
る
と
言
う
こ
と
の
で
き
る
地
位
に
あ
る
人
物
で
あ
る

と
宣
言
し
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
地
に
「
居
」
す
る
と
か
「
坐
」

し
て
い
る
こ
と
を
、
「
わ
れ
」
　
に
か
ぎ
っ
て
と
限
定
し
て
宣
言
で

き
る
人
物
、
そ
れ
は
そ
の
地
に
お
い
て
自
他
と
も
に
ゆ
る
す
地
位

に
あ
る
た
っ
た
ひ
と
り
の
人
物
、
す
な
わ
ち
王
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
そ
の
よ
う
に
受
け
と
め
た
れ
ば
こ
そ
、
そ
し
て
こ
の
倭
の

地
が
畿
内
大
和
な
い
し
は
そ
れ
を
含
む
、
や
が
て
「
日
本
」
と
呼

ば
れ
る
よ
う
に
な
る
地
域
で
の
唯
一
の
王
で
あ
る
と
受
け
と
め
た

れ
ば
こ
そ
、
時
代
表
示
と
こ
の
歌
の
題
詞
と
を
つ
き
合
わ
せ
、
題

詞
の
内
容
を
歌
詞
の
内
容
と
対
応
す
る
も
の
と
考
え
て
、
古
来
ど

の
研
究
者
も
、
こ
の
「
わ
れ
」
は
雄
略
天
皇
で
あ
り
、
し
た
が
っ

て
こ
の
歌
の
全
体
は
雄
略
天
皇
と
い
う
一
人
の
男
性
の
、
言
い
っ

放
し
の
妻
問
い
の
こ
と
ば
と
解
釈
し
て
疑
わ
な
か
っ
た
の
で
は
な

い
か
。

　
が
、
い
ま
や
、
「
虚
見
津
　
山
跡
乃
国
者
」
以
下
の
語
句
は
、

王
の
こ
と
ば
で
あ
る
こ
と
を
指
示
す
る
と
同
時
に
、
そ
の
あ
と
の

「
わ
れ
」
が
女
性
で
あ
る
と
考
え
て
も
よ
い
こ
と
に
な
っ
た
。
　
こ

の
場
合
、
問
い
か
け
た
一
人
の
男
が
ど
う
い
う
人
物
で
あ
っ
た
か

は
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
人
物
が
題
詞

の
よ
う
に
雄
略
天
皇
と
い
う
男
性
の
人
物
で
あ
っ
た
と
い
う
保
証

は
、
題
詞
と
歌
詞
と
の
関
係
を
保
証
で
き
る
根
拠
は
も
と
も
と
存

在
し
な
い
、
と
い
う
理
由
に
よ
っ
て
、
は
ず
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と

に
な
る
。

　
さ
て
、
そ
の
女
性
は
、
わ
れ
は
こ
の
地
の
王
で
あ
る
と
い
う
意



味
の
こ
と
を
、
み
ず
か
ら
歌
い
返
し
た
。
ほ
ん
と
に
み
ず
か
ら
で

あ
っ
た
の
か
、
そ
ば
に
い
た
別
の
女
性
が
代
理
で
歌
い
か
え
し
、

末
尾
の
「
わ
れ
こ
そ
は
　
告
ら
め
　
家
を
も
名
を
も
」
は
、
あ
る

い
は
そ
ば
の
複
数
の
女
性
た
ち
が
、
声
を
合
わ
せ
て
歌
い
は
や
し

た
の
か
は
、
わ
か
ら
な
い
。
そ
し
て
、
ほ
が
ら
か
に
笑
っ
た
の
か

も
し
れ
な
い
。
こ
の
へ
ん
は
、
情
景
を
限
定
し
が
た
い
。
あ
る
い

は
「
告
ら
め
」
は
「
告
ら
自
」
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
ど
の
み

ち
こ
の
返
事
は
、
問
題
の
そ
の
一
人
の
女
性
が
王
で
あ
る
こ
と
を

示
せ
ば
よ
く
、
そ
れ
以
上
の
家
だ
の
名
だ
の
は
、
告
げ
な
く
て
も

告
げ
た
こ
と
に
な
り
、
同
時
に
ま
た
、
告
げ
て
も
告
げ
な
か
っ
た

こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

　
要
す
る
に
こ
の
歌
の
描
く
情
景
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

丘
に
若
菜
を
摘
む
若
い
女
性
に
家
と
名
を
問
う
た
ら
、
相
手
は
な

ん
と
、
女
王
で
あ
っ
た
。
こ
の
女
王
は
国
全
体
の
主
権
者
で
あ
る

と
同
時
に
巫
女
で
も
あ
っ
た
。
丘
に
出
て
若
菜
を
摘
む
の
は
、
新

鮮
な
食
用
植
物
を
神
に
捧
げ
て
神
を
も
て
な
し
、
豊
饒
を
祈
る
た

め
で
あ
る
。

　
そ
の
女
性
の
比
定
（
卑
弥
呼
、
壱
輿
、
あ
る
い
は
も
っ
と
古
い
時
代

の
女
王
ま
た
は
記
紀
中
の
人
物
な
ど
へ
の
）
の
問
題
は
、
ぺ
万
葉
集
』

に
お
け
る
風
俗
歌
の
地
域
的
欠
落
現
象
”
に
つ
い
て
の
拙
論
に
対

す
る
誤
解
を
誘
発
す
る
言
説
（
古
田
武
彦
・
福
永
晋
三
両
氏
が
中
小

路
は
「
万
葉
集
に
は
九
州
人
の
歌
が
な
い
」
と
し
た
と
さ
れ
る
）
へ
の

反
論
（
中
小
路
は
そ
う
は
言
っ
て
い
な
い
）
を
含
め
て
、
別
に
論
じ

る
。

　
と
も
か
く
、
そ
の
よ
う
な
女
性
の
こ
と
で
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、

こ
の
歌
は
王
の
宮
廷
で
の
祭
り
、
ま
た
権
力
者
の
公
式
の
宴
会
の

場
で
、
歌
わ
れ
る
に
ふ
さ
わ
し
い
、
古
い
い
わ
れ
の
あ
る
、
豊
饒

を
祈
る
祭
り
お
よ
び
そ
の
祭
り
の
一
部
と
し
て
の
饗
宴
の
場
に
ふ

さ
わ
し
い
歌
だ
っ
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。

　
こ
の
こ
と
は
、
こ
の
歌
を
冒
頭
に
置
く
歌
群
が
「
雅
歌
」
で

あ
っ
た
と
い
う
想
定
と
、
矛
盾
し
な
い
。

　
古
い
い
わ
れ
の
あ
る
祭
り
に
か
か
わ
る
歌
で
あ
り
、
か
つ
、
女

王
の
職
務
と
、
そ
の
領
土
と
主
権
と
を
明
確
に
宣
言
す
る
歌
詞

だ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
そ
れ
は
「
雅
歌
」
の
冒
頭
に
置
か
れ
た
の
で

あ
る
。

　
な
お
推
測
す
る
な
ら
、
歌
詞
や
そ
の
。
い
わ
れ
”
が
伝
承
さ
れ

て
い
く
う
ち
に
、
歌
詞
全
体
が
王
の
作
だ
と
い
う
解
釈
が
あ
ら
わ

れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
答
え
た
女
自
身
が
神
だ
っ
た
の

だ
と
い
う
解
釈
が
生
じ
、
神
と
こ
と
ば
を
交
わ
し
た
王
だ
と
い
う

点
て
、
葛
城
の
神
と
こ
と
ば
を
交
わ
し
た
雄
略
天
皇
に
関
係
さ
せ

ら
れ
て
い
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。



お
　
わ
　
り
　
に

　
「
雅
歌
」
と
書
か
れ
た
本
文
が
伝
わ
っ
て
い
た
形
跡
は
別
に
な

い
。
が
、
「
雅
歌
」
と
い
う
名
称
を
想
定
す
る
と
、
ひ
と
ま
ず
年

来
の
疑
問
に
一
つ
の
納
得
で
き
る
答
え
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
思
わ

れ
る
。
賛
否
の
論
を
期
待
し
つ
つ
、
な
お
考
究
を
つ
づ
け
て
い
く

つ
も
り
で
あ
る
。

　
注

　
（
Ｉ
）
　
『
新
・
日
本
古
典
文
学
大
系
』
の
『
万
葉
集
』
の
巻
首
の
「
万

　
　
　
　
葉
集
を
読
む
た
め
に
」
（
大
谷
雅
夫
）
に
、
次
の
記
述
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
そ
し
て
「
雑
歌
」
は
、
文
選
の
「
雑
歌
」
「
雑
詩
」
の

　
　
　
　
　
　
分
類
名
に
よ
る
も
の
と
推
測
さ
れ
て
い
る
が
、
文
選
の

　
　
　
　
　
　
「
雑
歌
」
が
歌
謡
で
あ
る
と
は
性
格
を
異
に
し
、
ま
た

　
　
　
　
　
　
「
雑
詩
」
が
公
宴
や
行
旅
や
贈
答
な
ど
に
属
さ
な
い
詩
を

　
　
　
　
　
　
指
す
の
に
対
し
て
、
万
葉
集
の
「
雑
歌
」
は
そ
れ
ら
の
い

　
　
　
　
　
　
ず
れ
を
も
含
ん
で
い
る
。
「
相
聞
」
「
挽
歌
」
と
同
様
、
漢

　
　
　
　
　
　
語
で
は
あ
り
な
が
ら
、
漢
語
の
場
合
と
は
意
味
合
い
が
や

　
　
　
　
　
　
や
異
な
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
む
し
ろ
隋
書
・
経
籍
志

　
　
　
　
　
　
に
「
雑
詩
」
「
雑
記
」
「
雑
語
」
「
雑
占
」
「
雑
集
」
な
ど

　
　
　
　
　
　
「
雑
」
の
字
を
冠
す
る
書
名
が
た
い
へ
ん
多
く
、
正
倉
院

　
　
　
　
　
　
造
書
の
な
か
に
も
聖
武
天
皇
の
「
雑
集
」
が
あ
る
の
に
、

　
　
よ
り
近
い
「
雑
」
と
理
解
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
あ
ま

　
　
た
を
包
摂
す
る
「
雑
」
の
文
字
で
あ
る
。

　
　
　
万
葉
集
の
「
雑
歌
」
は
、
｛
行
幸
、
｝
土
臣
の
遊
宴
、
旅
、
こ

　
　
の
ほ
か
く
さ
ぐ
さ
の
歌
」
（
賀
茂
真
淵
・
万
葉
考
）
を
ひ

　
　
ろ
く
含
む
。
天
皇
御
製
、
皇
族
の
御
歌
が
目
立
ち
、
君
臣

　
　
酬
和
の
作
も
少
な
く
な
い
。
万
葉
集
、
そ
の
最
初
の
ひ
と

　
　
巻
を
占
め
る
に
ふ
さ
わ
し
い
、
晴
れ
の
部
立
て
で
あ
っ
た
。

　
ま
た
、
『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
』
（
岩
波
書
店
）
の
「
万
葉

集
」
の
項
の
「
成
立
」
の
段
に
、
次
の
記
述
（
伊
藤
博
）
が
あ
る
。

　
　
　
「
持
統
万
葉
」
に
は
何
の
部
立
も
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
一
首
だ
け
の
歌
巻
に
部
立
が
あ
っ
た
と
は
思
え
な
い
。

　
　
「
歌
集
」
と
い
う
程
度
の
名
は
推
察
で
き
て
も
、
現
存
の

　
　
「
雑
歌
」
な
ど
と
い
う
名
が
あ
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
。

　
　
そ
の
名
が
冠
せ
ら
れ
た
の
は
、
巻
二
を
「
相
聞
」
と
「
挽

　
　
歌
」
の
二
部
立
に
組
み
立
て
た
と
き
、
す
な
わ
ち
、
「
元

　
　
明
万
葉
」
の
段
階
で
あ
っ
た
ろ
う
。
「
相
聞
」
と
「
挽
歌
」

　
　
と
二
種
の
歌
が
類
を
も
っ
て
集
め
ら
れ
た
か
ら
に
は
、
対

　
　
比
的
に
巻
一
　
（
八
十
三
首
本
）
に
名
を
つ
け
な
け
れ
ば
な

　
　
ら
な
い
。
そ
こ
で
考
案
さ
れ
た
の
が
、
「
相
聞
」
「
挽
歌
」

　
　
に
は
属
さ
な
い
、
さ
ま
ざ
ま
の
公
的
な
歌
と
い
う
意
味
の

　
　
「
雑
歌
」
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
右
の
よ
う
な
の
が
、
従
来
の
、
一
般
的
な
理
解
の
さ
れ
か
た

で
あ
っ
た
、
と
思
わ
れ
る
。

　
た
し
か
に
、
「
あ
る
歌
群
が
『
雑
歌
』
と
名
づ
け
ら
れ
た
の

は
な
ぜ
か
」
と
い
う
か
た
ち
の
疑
問
に
つ
い
て
は
、
説
明
が
こ

こ
ろ
み
ら
れ
て
い
る
。



　
　
　
　
ま
た
、
「
な
ぜ
そ
の
歌
群
が
複
数
の
標
目
の
な
か
の
先
頭
に

　
　
　
立
て
ら
れ
た
の
か
」
と
い
う
か
だ
も
の
疑
問
に
つ
い
て
の
説
明

　
　
　
も
、
な
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
が
、
「
部
立
の
先
頭
に
置
か
れ
る
に
ふ
さ
わ
し
い
歌
群
が
、

　
　
　
部
立
の
先
頭
に
置
か
れ
た
例
の
な
い
『
雑
歌
』
と
い
う
名
を
冠

　
　
　
せ
ら
れ
て
い
る
の
は
な
ぜ
か
」
、
ま
た
、
「
ほ
か
の
種
類
の
歌
と

　
　
　
並
べ
れ
ば
『
そ
の
他
の
も
ろ
も
ろ
の
歌
』
と
い
う
意
味
を
持
つ

　
　
　
て
し
ま
う
と
こ
ろ
の
『
雑
歌
』
と
い
う
名
を
、
な
ぜ
先
頭
に
立

　
　
　
て
た
の
か
、
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
前
代
未
聞
の
順
序
が
つ
く
ら
れ

　
　
　
た
の
か
」
、
と
い
う
疑
問
な
い
し
発
想
が
、
伝
統
的
に
生
ま
れ

　
　
　
も
せ
ず
、
し
た
が
っ
て
当
然
伝
統
的
に
欠
落
し
つ
づ
け
て
い
た

　
　
　
こ
と
、
明
ら
か
で
あ
る
。

（
２
）
　
千
歳
竜
彦
「
万
葉
か
ら
古
今
へ
」
（
「
市
民
の
古
代
」
十
、
一
九

　
　
　
八
八
（
平
成
元
）
年
）
に
、
次
の
よ
う
な
論
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
中
小
路
駿
逸
氏
か
ら
『
万
葉
集
』
で
冒
頭
に
雑
歌
が
配

　
　
　
　
　
列
さ
れ
て
い
る
の
は
な
ぜ
か
、
と
の
問
い
を
さ
ず
け
ら
れ

　
　
　
　
　
た
。
雑
歌
と
は
「
雑
」
の
字
が
示
す
よ
う
に
余
り
の
歌
で

　
　
　
　
　
あ
り
、
『
占
今
和
歌
集
』
の
よ
う
に
あ
と
に
配
列
さ
れ
る

　
　
　
　
　
の
が
当
然
と
思
わ
れ
る
の
に
、
『
万
葉
集
』
で
は
冒
頭
に

　
　
　
　
　
お
か
れ
て
い
る
、
そ
れ
は
な
ぜ
か
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
『
万
葉
集
』
巻
一
・
二
は
独
立
し
た
歌
集
と
し
て
早
く

　
　
　
　
　
成
立
し
て
い
た
と
さ
れ
、
雑
歌
・
相
聞
・
挽
歌
の
三
つ
の

　
　
　
　
　
部
立
が
た
て
ら
れ
て
い
る
。
論
理
的
に
は
、
相
聞
・
挽
歌

　
　
　
　
　
な
ど
の
ジ
ャ
ン
ル
が
確
立
し
た
あ
と
、
雑
歌
の
ジ
ャ
ン
ル

　
　
　
　
　
が
成
立
し
、
『
万
葉
集
』
巻
一
の
雑
歌
は
歴
史
的
由
来
を

　
　
　
　
　
も
つ
歌
を
多
く
含
む
の
で
、
そ
れ
が
冒
頭
に
お
か
れ
た
と

　
　
　
　
　
考
え
ら
れ
る
。
も
し
そ
う
だ
と
す
る
と
、
『
万
葉
集
』
巻

　
　
　
　
　
　
一
・
二
の
成
立
以
前
に
、
既
に
雑
歌
と
い
う
部
立
を
も
っ

　
　
　
　
　
た
歌
集
が
存
在
し
た
可
能
性
を
示
唆
す
る
。
私
た
ち
は
、

　
　
　
　
　
古
今
か
ら
万
葉
へ
と
い
う
命
題
に
た
ち
も
ど
る
こ
と
は
で

　
　
　
　
　
き
な
い
。
そ
の
幻
の
歌
集
は
あ
く
ま
で
も
万
葉
以
前
の
存

　
　
　
　
　
在
な
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
右
の
論
に
よ
れ
ば
、
「
雑
歌
」
が
「
相
聞
」
や
「
挽
歌
」
よ

　
　
　
り
も
前
に
置
か
れ
た
理
由
は
、
要
す
る
に
そ
れ
が
「
歴
史
的
由

　
　
　
来
を
も
つ
歌
を
多
く
含
む
」
こ
と
だ
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
　
　
が
、
そ
の
「
雑
歌
」
の
あ
と
に
置
か
れ
て
現
存
す
る
「
相

　
　
　
聞
」
・
「
挽
歌
」
（
巻
第
二
）
も
、
現
存
す
る
「
雑
歌
」
（
巻
第

　
　
　
一
）
と
同
じ
く
、
所
収
歌
は
天
皇
の
代
に
よ
っ
て
順
序
づ
け
ら

　
　
　
れ
て
い
て
、
そ
の
意
味
で
は
い
ず
れ
も
「
歴
史
的
由
来
を
も
つ

　
　
　
歌
」
な
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
論
拠
で
は
事
態
の
説
明
に
は
な

　
　
　
り
に
く
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
　
ま
た
、
私
の
提
出
し
た
問
題
は
、
な
ぜ
、
ほ
か
の
標
目
と
並

　
　
　
べ
れ
ば
「
そ
の
他
も
ろ
も
ろ
の
歌
」
と
い
う
意
味
を
持
つ
こ
と

　
　
　
に
な
る
「
雑
歌
」
と
い
う
標
目
が
、
ひ
と
ま
と
ま
り
の
歌
群
の

　
　
　
冒
頭
に
置
か
れ
て
そ
の
ま
ま
伝
わ
っ
た
の
か
、
と
い
う
点
に
あ

　
　
　
る
の
で
あ
る
か
ら
、
右
の
論
は
私
の
提
出
し
た
問
題
と
は
、
か

　
　
　
み
合
っ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
３
）
　
古
田
武
彦
『
人
麻
呂
の
運
命
』
（
原
書
房
、
一
九
九
五
（
平
成

　
　
　
七
）
年
）
に
、
中
小
路
の
提
出
し
た
疑
問
に
ヒ
ン
ト
を
得
た
と

　
　
　
し
て
、
次
の
よ
う
な
趣
旨
の
論
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
『
文
選
』
の
前
例
と
同
様
、
末
尾
の
位
置
に
置
か
れ
て
い
た

　
　
　
「
雑
歌
」
（
『
文
選
』
の
場
合
と
同
様
、
古
歌
謡
を
収
め
て
い
た



　
　
　
と
推
定
さ
れ
る
）
が
、
そ
の
「
雑
歌
」
と
い
う
標
目
名
の
直
前

　
　
　
ま
で
が
カ
ッ
ト
さ
れ
、
「
雑
歌
」
の
標
目
が
先
頭
に
立
つ
た
か

　
　
　
た
ち
で
残
存
し
た
。
－
こ
う
い
う
趣
旨
で
あ
る
。

　
　
　
　
著
者
に
、
私
は
電
話
で
の
対
話
の
な
か
で
、
次
の
よ
う
に
質

　
　
　
問
し
た
。
現
実
に
は
『
万
葉
集
』
の
巻
第
一
と
巻
第
二
は
、

　
　
　
「
雑
歌
」
の
あ
と
に
「
相
聞
」
と
「
挽
歌
」
と
が
あ
る
の
で
す

　
　
　
が
、
お
っ
し
ゃ
る
よ
う
に
「
雑
歌
」
が
そ
の
直
前
の
と
こ
ろ
で

　
　
　
切
り
離
さ
れ
た
時
点
に
お
い
て
、
「
相
聞
」
と
「
挽
歌
」
と
に

　
　
　
相
当
す
る
作
品
は
、
ど
こ
に
、
ど
う
い
う
か
た
ち
で
あ
っ
た
こ

　
　
　
と
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。
な
ぜ
、
「
相
聞
」
と
「
挽
歌
」
と

　
　
　
が
、
「
雑
歌
」
の
あ
と
に
置
か
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
－
と
。

　
　
　
　
こ
れ
に
対
す
る
著
者
の
答
え
は
、
さ
あ
、
ま
あ
、
ど
こ
か
に

　
　
　
あ
っ
た
も
の
を
、
く
っ
つ
け
た
の
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
－
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
、
と
記
憶
す
る
。
そ
の
後
、
　
こ

　
　
　
の
著
者
の
、
こ
の
点
に
つ
い
て
の
説
明
は
、
ま
だ
、
な
い
よ
う

　
　
　
で
あ
る
。

　
　
　
　
私
の
提
出
し
た
疑
問
は
、
な
ぜ
「
雑
歌
」
（
そ
の
他
も
ろ
も

　
　
　
ろ
の
歌
）
が
「
相
聞
」
・
「
挽
歌
」
の
前
に
置
か
れ
る
と
い
う
前

　
　
　
代
未
聞
の
順
序
が
こ
こ
に
採
用
さ
れ
た
の
か
、
と
い
う
点
に
あ

　
　
　
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
著
者
の
論
も
、
私
の
提
出
し
た
疑
問

　
　
　
に
は
答
え
得
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

（
４
）
　
私
は
最
初
の
口
頭
発
言
（
万
葉
集
を
読
む
会
第
一
回
、
一
九
九

　
　
　
四
（
平
成
六
）
年
十
一
月
二
六
日
、
神
戸
新
聞
会
館
。
配
布
資

　
　
　
料
が
保
存
さ
れ
て
い
る
）
で
、
女
性
（
必
然
的
に
女
王
）
か
ら

　
　
　
の
返
事
が
含
ま
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
（
そ
れ
よ
り
も

　
　
　
あ
と
に
、
「
万
葉
歌
に
つ
い
て
」
（
「
多
元
」
〈
多
元
古
代
研
究

　
　
　
会
・
関
東
〉
第
三
三
号
〈
一
九
九
九
（
平
成
十
）
年
十
月
〉
）

　
　
　
に
富
永
長
三
氏
の
賛
同
・
敷
延
説
か
お
る
）
、
催
馬
楽
の
類
想

　
　
　
歌
詞
の
こ
と
な
ど
を
述
べ
、
さ
ら
に
口
頭
発
言
（
「
古
代
学
は

　
　
　
じ
め
っ
か
ら
の
会
」
Ⅳ
「
万
葉
集
と
懐
風
藻
－
大
傷
・
競

　
　
　
渡
の
こ
と
な
ど
Ｉ
」
二
〇
〇
〇
（
平
成
十
二
）
年
八
月
十

　
　
　
二
日
、
神
戸
市
勤
労
会
館
、
「
古
事
記
通
信
」
六
九
（
二
〇
〇

　
　
　
一
　
（
平
成
十
三
）
年
一
月
）
～
七
一
　
（
二
〇
〇
一
　
（
平
成
十
三
）

　
　
　
年
三
月
）
に
記
録
収
録
）
で
、
「
こ
そ
」
の
持
つ
意
味
を
も
説

　
　
　
き
、
論
拠
を
さ
ら
に
強
化
し
た
。
い
ま
、
そ
れ
ら
の
論
旨
の
要

　
　
　
点
に
補
足
を
添
え
て
、
本
文
に
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
５
）
　
『
日
本
古
典
文
学
大
系
』
の
催
馬
楽
「
我
が
門
に
」
の
注
と
訳

　
　
　
に
、
第
三
段
の
歌
詞
を
第
一
段
の
男
と
同
じ
男
の
こ
と
ば
と
す

　
　
　
る
見
解
が
あ
ら
わ
れ
る
が
、
そ
れ
だ
と
、
「
言
は
め
」
に
つ
い

　
　
　
て
は
説
明
が
つ
く
よ
う
で
も
あ
る
が
、
「
言
へ
」
と
い
う
か
た

　
　
　
ち
に
つ
い
て
は
説
明
か
つ
か
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
私
の
見

　
　
　
解
の
よ
う
に
、
そ
ば
に
い
た
別
の
女
性
の
こ
と
ば
と
す
れ
ば
、

　
　
　
「
言
へ
」
に
つ
い
て
も
「
言
は
め
」
（
言
う
が
よ
い
、
の
意
）
に

　
　
　
も
妥
当
す
る
。

（
６
）
　
『
日
本
文
学
の
構
図
』
（
一
九
八
八
〈
昭
和
五
三
〉
年
）
を
は
じ

　
　
　
め
講
演
会
記
録
な
ど
。

（
７
）
　
「
東
京
古
田
会
ニ
ュ
ー
ス
」
九
三
号
（
二
〇
〇
三
〈
平
成
十
五
〉

　
　
　
年
十
一
月
）
な
ど
に
見
え
る
。

　
　
　
　
引
用
は
、
『
万
葉
集
』
は
佐
竹
昭
広
・
木
下
正
俊
・
児
島
憲

　
　
　
之
『
万
葉
集
　
本
文
篇
』
（
塙
書
房
）
に
よ
り
、
催
馬
楽
は

　
　
　
『
日
本
古
典
文
学
全
集
』
に
よ
っ
た
。

　
　
（
二
〇
〇
三
（
平
成
十
五
）
年
六
月
三
〇
日
。
十
一
月
九
日
補
筆
）
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